
淡路島におけるナル トサワギクの生育特性の解明および拡大防止のための情報発信
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要旨:分布拡大が問題となっているナルトサワギク 偉ほ売 加幾口望・I延19の 生育特性を明ら力章こし,そ の情報の

収集発信について検討を行つた ナルトサワギクの種子の発芽能力を調査した結果 1在輔靱摘 された種子でも発芽能

力が充分に認められた また,淡路島内の牧草地W日 寸けされている牧草を用いた実験を行つた結凡 牧草生育下に播

種したナルトサワギクは発芽するものの生長しなかった。その時の平均案長は イタリアンライグラス190.8 11ull,エン

バク295.4111111であり,地表面での積算日射量として8.1/m2ぉ ょび7.巡 1辞以下にすることでナルトサワギクの初期

侵入を防ぐことが可能だと判開した。ナルトサワギクは「特定外来生物二次滝白にリストアップされα臨年2月 1日),

地域へ生態的常数の情報発信を進めるとともにさらなる情報収集に関するシステムつくりが老要と考えられた
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はじめに

キ ク科 キ オ ン属 の ナ ル トサ ワ ギ ク Ge n e c i o

mあ gascariensis)は,徳 島県鳴門市で 1976年に最初に

発見 (木下ほか,1999)さ れた外来種である (図1)。現

在,西 日本を中心に急速に拡大している。特に兵庫県の

淡路島では,南 あわじ市を中心に分布を拡大 (Fujihara

et al,,2006)しているとナルトサワギクは,葉に毒性 (藤

井 ,橋爪,2005)を 有しており,牧 場や採草地への拡大

に対し注意が必要とされる。。ナルトサワギクに関して

は,吉 )11(2005)や 岩崎 ・吉川 (2005)がシャーレにお

ける発芽実験により,充 分な光条件がないと発芽率が悪

くなること,イ タリアンライグラスなど牧草に対して発

芽抑制効果があることを明らかにしている。しかし,ど

の程度の光環境条件下でナルトサフギクの発芽が抑制さ

れるのか,ま た,畜 産業が盛んで採草地が多い淡路島に

おける実際の牧草作付けとの関連について調査されてい

ない。

そこで本研究では,ナ ル トナフギクの発芽特性と淡路

島で実際に作付けされている牧草を使用し,そ の生育下

に播種したナル トサワギクの生長特性を明らかとするた

めの実験を行つた。また,こ れらの知見を牧草生産の現

場へ発信する際の情報整理と拡大防止に繋がる方法につ

いて検討を行つた。

1.材 料 と方法

1.1種 子の採取場所

図 1ナ ル トサワギクの生育状況
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